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ふりがな     かのう   たかし 

氏 名    加納 隆 

 

1. 学歴 
1994 年  3 月  明治大学政治経済学部経済学科卒業（経済学学士号取得） 

1994 年  4 月  一橋大学大学院経済学研究科博士前期課程入学 

1996 年  3 月  上記課程修了（経済学修士号取得） 

1996 年  4 月  一橋大学大学院経済学研究科博士後期課程入学 

1997 年  9 月  Ph.D. course, Department of Economics, University of British Columbia 

              （Vancouver, BC, Canada）入学 
2003 年 11 月  上記課程修了，Ph.D. （Economics） 取得 
 

2. 職歴・研究歴 
2002 年 10 月 - 2003 年 12 月 カナダ中央銀行 常勤研究員（Economist） 

2004 年  1 月 - 2007 年  4 月 カナダ中央銀行 上級研究員（Senior Analyst） 

2007 年  5 月 - 2008 年  3 月 東京大学大学院経済学研究科 寄付講座教員（助教） 

2008 年  4 月 - 2010 年  3 月 東京大学大学院経済学研究科 特任講師 

2010 年  4 月 - 2012 年  3 月 東京大学大学院経済学研究科 講師 

2012 年  4 月 -              一橋大学大学院経済学研究科 准教授 

 

3. 学内教育活動 
A. 担当講義名 

（a） 学部学生向け 
金融ファイナンス B 

 

（b） 大学院 
上級マクロ経済学，ワークショップ（マクロ・金融） 

 

B. ゼミナール 
大学院 

 

C. 講義およびゼミナールの指導方針 
大学院の講義では，経済主体の異時点間選択と期待形成の役割を重視したマクロ経済モデルを概説し，そ

の理論的なインプリケーションを実証的に評価する。 

学部の講義では，背後にある経済論理を明示し国際金融論を概説する。 

大学院ゼミではマクロ経済学および国際金融の実証分析を主たる研究対象にする。ゼミでの指導方針は，

（1）経済学的に重要なファクトを計量経済学的および時系列分析的手法を用いて定型化する，（2）定型化され

たファクトを説明する理論仮説を自ら構築しその仮説をデータで検証する，または（3）既存の理論仮説の新しい

実証方法の確立である。国際的な学術雑誌への投稿および出版を目指す。 
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4. 主な研究テーマ 
（1） 経常収支の異時点間モデルの実証分析 

（2） 動学的確率的一般均衡モデルの評価方法 

（3） 地域間価格差における輸送費用の役割に関する実証分析 

（4） 名目および実質為替レートモデルの実証分析 

 

5. 研究活動 
A. 業績 

（b） 論文（査読つき論文には*） 
*「経済統合と価格の国際的連関：東アジアを例として」（福田慎一氏との共著）『三田学会雑誌』，90(2)， 1997

年，209-234 頁。 

*"International price linkage within a region: the case of East Asia," (joint with Shin-ichi Fukuda), Journal of 

the Japanese and International Economies, 11(4), 1997, pp.643-666. 

「インフレーションと経済成長」 浅子和美・大瀧雅之編『現代マクロ経済動学』 第5章， 1997年， 東京大学出

版会。 

"Terms of trade and current account fluctuations: evidence from Canada," (joint with Hafedh Bouakez), in 

Canada in the Global Economy: proceedings of the 13th annual economic conference of the Bank of 

Canada, 2005, the Bank of Canada. 

"The Euro and trade: is there a positive effect?," (joint with Tamara Gomes, Chris Graham, John Helliwell, John 

Murray, Larry Schembri), mimeo, August 2006, the Bank of Canada. 

*"Learning-by-doing or habit formation?," (joint with Hafedh Bouakez), Review of Economic Dynamics, 9(3), 

2006, pp.508-542. 

*"Terms of trade and current account fluctuations: the Harberger - Laursen - Metzler effect revisited," (joint 

with Hafedh Bouakez), Journal of Macroeconomics, 30(1), 2008, pp.260-281. 

*"A structural VAR approach to the intertemporal model of the current account," Journal of International 

Money and Finance, 27(5), 2008, pp.757-779. 

*"Tests of the present-value model of the current account: a note," (joint with Hafedh Bouakez), Applied 

Economics Letters, 16(12), 2009, pp.1215-1219. 

*"Habit formation and the present-value model of the current account: yet another suspect," Journal of 

International Economics, 78(1), 2009, pp.72-85. 

*"Multilateral adjustments, regime switching, and real exchange rate dynamics," (with Jeannine Bailliu, Ali Dib, 

and Larry Schembri), March 2012, forthcoming in North American Journal of Economics and Finance. 

*"Exaggerated death of distance: revisiting distance effects on regional price dispersions," (with Kazuko Kano 

and Kazutaka Takechi), March 2013, forthcoming in Journal of International Economics. 

 

（d） その他 
"Business cycle implications of internal consumption habit for new Keynesian models," Federal Reserve Bank 

of Philadelphia Working Paper 12-30, November 2012 (with Jim Nason, revised and resubmitted to 

Journal of Money, Credit, and Banking). 

"Price of distance: producer heterogeneity, pricing to market, and geographical barriers," Global COE Hi-Stat 
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Discussion Paper Series 246, Institute for Economic Research, Hitotsubashi University, October 2012. 

(with Kazuko Kano and Kazutaka Takechi). 

"Appendix: Business cycle implications of internal consumption habit for New Keynesian models,''  

Discussion Paper Series 2012-08, Graduate School of Economics, Hitotsubashi University, November 

2012. (with Jim Nason). 

 

B. 最近の研究活動 
（a） 国内外学会発表（基調報告・招待講演には*） 

Tokyo Macro Workshop， 東京大学， 2010 年 7 月 17 日。 

Summer Workshop of Economic Theory， 北海道大学， 2010 年 8 月 2 日。 

7th Seoul National University-University of Tokyo Joint Conference, Seoul National University, 2010 年 10 月

29 日。 

Canadian Economic Association Meetings, University of Ottawa, 2011 年 6 月 5 日。 

North American Summer Meetings of Econometrics Society, Washington University of St. Louis, 2011 年 6 月

10 日。 

 

（b） 国内研究プロジェクト 
「外国為替レート変動における不完全情報と学習効果の役割」，科学研究費補助金若手研究（B），研究代表

者，2008 年 - 2011 年。 

「外国為替レート変動における不完全情報と学習効果の役割」，財団法人東京海上各務記念財団，研究代表

者，2007 年 - 2009 年。 

｢企業の価格設定行動｣，財団法人二十一世紀文化学術財団，国内共同研究，研究代表者，2008 年 - 2009

年。 

「マクロ動学的確率的一般均衡モデルのベイズ的推論に関する考察」，財団法人清明会，研究代表者，2011

年 - 2012 年。 

「企業の価格設定行動」，公益社団法人日本経済研究センター，国内共同研究，研究代表者，2011 年 - 

2013 年。 

「マクロ動学的確率的一般均衡モデルの統計的推定および評価方法の研究」，科学研究費補助金基盤研究

（B）， 研究代表者，2012 年 - 2016 年。 

「社会科学の高度統計・実証分析拠点構築」日本学術振興会グローバル COE プログラム，公募研究「マイクロ

データを用いた輸送コストの経済分析」，研究代表者，2012 年 - 2013 年。 

 

（c） 国際研究プロジェクト 
"Business cycle implications of internal consumption habit for new Keynesian models," joint with Jim Nason, 

Research Department, Federal Reserve Bank of Philadelphia, 2008-2012. 

"Revisiting major sources of business cycles in emerging markets" joint with Martin Berka, School of 

Economics and Finance, Victoria University of Wellington, 2012.  
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7. 学外活動 
（a） 他大学講師等 

東京大学大学院経済学研究科，非常勤講師（2012 年度） 

 

（b） 所属学会および学術活動 
日本経済学会 
アメリカ経済学会 
エコノメトリック・ソサエティー 
カナダ経済学会 
 

（d） その他 

財務省財務総合政策研究所，財政経済理論研修，研究指導 (2012 年度)。 

全国銀行協会，金融調査研究会第一部会，研究員 (2012 年度)。 

日本銀行金融研究所，個別事務委嘱 (2012 年度 - 2013 年度)。 
Research associate, Centre for Applied Macroeconomic Analysis, the Australian National University （2013 年

度 - ）。 


